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若年女性に お ける体重減少性無月経症患者 の 内分泌学的検討

金沢大学医学部産 科婦人 科学講座 く主任 こ 西 田悦郎教授1
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32 5

若年女性 に お け る神経性食 思不振症 くa n o r e x i a n e r v o s a
，
A N J 患者20 例と 単純性体重減少性無月

経症 くSi m pl e w ei gh t l o s s r el a t e d a m e n o r r h e a
，
S W LJ 患者21 例の 臨床所見と 内分泌環境に つ い て検 索

し ， 両群の 内分泌 学的相違 に つ い て対照の 正 常若年女性 くc o n t r ol y o u n g f e m al e s
，
Cl 12 例 と比較検討 し

た ． A N お よ び S W L の 臨床所見 に つ い て は
，
体重 と性機 能と の 関係 に つ い て

，
ま た

，
内分泌環境 に つ

い ては
，
下垂体 ホ ル モ ン

， 性腺ホ ル モ ン の み な ら ず副 腎皮質ホ ル モ ン と く に 副 腎性 ア ン ド ロ ゲ ン の動 態

に つ い て検 索 した ． 内分泌学的検査 と し て は
，
1 u t ei n i zi n g h o r m o n e r e l e a si n g h o r m o n e くL H － R 印 負荷

試 験 と
，

血 中 L H
，
f olli cl e sti m ul a ti n g h o r m o n e くF S Hl ， p r O l a c ti n くP R U ，

th y r oid sti m ul a ti n g

h o r m o n e くT S 印 ， g r O W th h o r m o n e くG 印 ，
e S t r O n e くE ．1 ， e S t r a di ol くE ，1 ，

t e S t O S te r O n e くT I，

a n d r o s te n e d i o n e くA DI， d e h y d r o e pi an d r o s t e r o n e くD H A ナ，
D H A s ul f a t e m H A －Sン，

C O rti s ol くC O Ll 値 の

測定 を行っ た ． 臨床所見で は
，

A N
， S W L 両群の 初経 発来年齢 は C 群と比 べ て差 を認め な か っ た ． 無月

経発症年齢 と無月経発症前体重は
，
A N 群 で は S W L 群 よ り も低 い 傾 向に あ り

， 無月経発症後 も体重 の

減少す る症例 が 多く認 め られ た ． 内分泌所見 と して は
．
L H － R H 負荷 試験 で

，
A N 群 に お い て L H の 低

下 また は無反応型 が47 ％と
，
S W L 群の26 ％と比 べ て やや 高率 に 認め られ た ． 血中下垂体 ホ ル モ ン の 基

礎値 で は
，
C 群 に 比 し A N

，
S W L 両群 に おい て

，
L H お よ び FS H の 低下 くp く0 ．0 51 あ るい は 低下 傾

向，
P R L の 低下 くp く0 ． 0 5J ，

T S H の 上 昇 くp く0 ． 0 51 ，
G H の上 昇傾向が 認め ら れ た ． 血 中ス テ ロ イ ドホ

ル モ ン 値で は
，

A N
，
S W L 両群 で C O L の 上 昇 くp く0 ． 0 1l ，

D H A お よ び D H A －S の 低 下 くp く0 ． 0 い，

A N 群で A D の 低下 くp く0 ． 0 51 が 認 め られ た ． E 2 お よ び T 値 に は
，
月経期の C 群 と比 べ 有意の 差 は

認 め られ な か っ た ． なお
，
A N 群 と S W L 群の 間に は 明白 な内分泌環境の 相違は み られ なか っ た けれ ど

も ，
L H

，
P R L

，
A D

，
D H A － S 値 に 有 意の 差 くp く0 ． 0 5

， p く0 ． 0 11 が 認 め られ た ． また ，
A N

，
S W L 両群 で

D H A I C O L
，
D H A － S I C O L 比 の 低 下 くp く0 ． 0 11 ，

T J
，

D H A
，
A D I D H A

，
T J

I
A D 比 の 上 昇 くp く0 ． 0 5

， P く

0 ．0 1J ，
A N 群に お い て E lノA D 比 の上 昇 くp く0 ． 0 5J ，

S W L 群 に お い て E J T 比 の 低下くp く0 ． 0引 が 認 め

ら れた ． A N
，
S W L 患者 に お い て は

，
い ずれ も 視床下 部 M 下垂 体一性腺系機能の み な らず副腎皮質系機

能に も異常が 認め られ ， 間脳一下垂 体 一 副腎皮質調節機構 の 障害お よ び副腎皮質に お け る ス テ ロ イ ド代

謝の 異常が 存在す る も の と考 え ら れ た ．

K e y w o r d s 若年女性 ， 無月経 ， 神経性食思不振症 ， 単純性体重減少症 ，
血中ホ

ル モ ン

思春期か ら性成熟期 に 至 る 時期に お い て は
，
急速な る ． こ の よう な成長過 程と 並 行し て

， 本人 を取 り 囲む

肉体的 ． 精神的発育が み られ
， 性差 に も と づ く体格の 環境 は

．
家庭 か ら学校や職場 へ と 急速 に 広が り

， 対人

変化や身体機能の 成熟が 明 ら か と な り
，

ま た
，

それ と 関係 も複雑化 す る ． さ ら に
，
最近 の 表面的 ， 殺那的か

ともに 精神的 に も 自立 を 求め る傾 向が 強 く な っ て く つ 商業 主義的 な情報 の氾 濫は ，
こ の 年齢層の 肉体的 ．

A b b r e vi a ti o n s ニ A C T H ， a d r e n o c o rti c o t r o p i c h o r m o n e ニ A D
，

a n d r o st e n e d i o n e i A N
，

a n o r e xi a n e rv O S a ニ C
，

C O n t r Ol y o u n g f e m al e s 3 C O L
，

C O r tis ol ニ D H A
，
d eh y d r o e p i a n d r o s t e r －

O n e ニ D H A － S
，

d e h y d r o e p i a n d r o s t e r o n e s ulf at e ニ E l， e S t r O n e ニ E 2
，

e S t r a di ol 三 F S H
，

f ollicl e
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精神的発育や 生活行動様 式の 決定 に 大き な 影響 を及 ぼ

し て い る ．

こ の よう な状 況下 に あ る 若年 者 と く に 若年 女性 で

は ， 肉体 ． 精神両面 に お い て 不安定 な状態 に あ り
， 近

年 こ の よう な環境の 変化 へ の 適応障害 を契機 に 発症す

る と考 え ら れ る疾患の 生 じや す い こ とが 指摘 され て い

る ． な か で も思春期 に 好発 し ， 精神 的原因 に よ り摂食

行動に 異常 を き た し
， 高度の る い 痩 と無月経 な ど の 月

経 異常 を伴 う 神 経性食 思不 振症 くa n o r e x i a n e r v o s a
，

A 叩
11 が 社会的に も注目 さ れ て き て い る ．

一

方 ， 美容

上 の 目的に よ る意識的な 食事制 限に よ っ て体重 の 減少

と性機能 の低下 を き たす 減食性 の 無月経症 す な わ ち単

純性体 重減 少性 無月経症 くa m e n o r r h e a r el a t e d wi th

Si m pl e b o d y w ei gh t l o s s o r si m pl e w ei gh t l o s s

r el a t e d a m e11 0 r rh e a
，
S W L l や ス ト レ ス

， 環境 の 変化

に よる 性機 能障害も増加 し て き て い る ． A N
，
S W L は

共 に体 重 減少と 無月経 を き た す も の で あ る が
， 精神症

状の有無や 予 後 の 点か ら 別 々 の 疾 患 と 考 え ら れ て お

り ， 臨床上 の 鑑別が 重要 と な っ て い る ．

体重減少 に伴う 無月経症例 に お い て は ， 栄養不足に

よ る代謝異常の み な ら ず， 視床 下部 一 下 垂 体 一 性腺系

機能 の低下
2糊

や 甲状腺機能の 低下
4l

，
副腎 皮質機 能 の

異常
引
な どの 認 め られ る こ とが 指摘 され て い る ． し か

し
，

こ れ らの 報告 は A N 患者 に 関す る も の が 多 く
，

S W L 患者 に お い て も 同様 な 変化が 認 め られ る と の 報

告も さ れ て はい るが
， 他方 A N 患者 と異な る 変化も 見

ら れ る と され て い る ． A N 患 者 と S W L 患 者と の 問

に
， 明らか な 内分泌動態の 相違点が あ るか 否 か に つ い

て は 未だ明 らか に され て い な い ．

デ ヒ ド ロ エ ビア ン ド ロ ス テ ロ ン くd e h y d r o e pi a n d r
－

O St e r O n e ，
D H A l ， デ ヒ ド ロ エ ビ ア ン ド ロ ス テ ロ ン ー

サ

ル フ ェ
し

ト くd e h yd r o e pi a n d r o s t e r o n e s ul f a t e
，

D H A －S l を主体 と す る 副腎性 ア ン ド ロ ゲ ン は
， 女性 に

お い て も副 腎皮質 よ り多量 に 分泌 さ れ て お り ，
そ の 血

中濃度に は 思春期 に 急増 し
，
2 0 歳前後 に ピ

ー

ク を示 す

特徴的な変化が 認 め られ る
6I

． こ の よ う な 加齢 に 伴 う

副腎性ア ン ド ロ ゲ ン 分泌の 変化 は
，
思春期 の 発来 ，

性

腺機能 ， 他 の 生殖 に 関与す る臓器 の 機能 な どと密接 に

関連 して い る も の と考 え られ て い る ． 体重 減 少に 伴 う

副腎性 ア ン ド ロ ゲ ン 分泌動態 の 変化 に つ い て は
，

A N

患者 に つ い て の 報告は 一 部 な さ れ て い る が
， 今日 な お

一 定 の見解は 得ら れ て い な い
乃 － 11 I

城

本研究で は
，
A N 患者お よ び S W L 患者の 臨床所見

に つ い て は
， 体重減少と 性機 能の 面 か ら

，
ま た ， 内分

泌環境 に つ い て は
，
性腺機能 の み な ら ず副腎皮質機能

と く に 副腎性 ア ン ド ロ ゲ ン の 動態 面か ら検 討し た ． さ

ら に
，
A N 患者と S W L 患者の 内分泌環境 の 相違点や

体重減少時に お ける 副腎性ア ン ド ロ ゲ ン の 意義 に つ い

て 考究 し た ．

対象 お よ び方法

対象 は
，
1 9 8 4 年 4 月 よ り1 9 8 8 年 3 月 ま で の 4 年間

に
，
金沢大学 医学部附属病院産婦人 科外来 を受診した

A N 患者20 例 と S W L 患者21 例 で あ る ． A N は
， 厚生

省特定疾患 ． 中枢性摂食異常調査研究班 く班長 ．

石川

中1 の 狭義 の 診 断基準
一

中核群
一

に
一

致す る も の とし

た
12，

． S W L は
，
器 質的疾患 を認 め ず

，
美容 を目的とし

て意識的 に 食事制 限を行 い
， 体重の 減少 に 伴 っ て 無月

経 を発症 し た も の と し た ． 無月経 の診 断は無月経期間

が 3 ヶ月 以 上 持続 す る も の と し た ． な お
， 両群の内分

泌学 的相違 に つ い て は
，
肥満 お よ び る い 痩 を認めず正

常月 経周期を 有す る 対 照の 若 年 女 性 くc o n t r ol y o u n g

f e m al e s
，
C I 1 2 例 と比 較検討 した ．

工 ． 臨床所 見 の 検 討

A N お よ びS W L 群 の 初経 年齢 ， 無 月経発症年齢
，

当科初診時の 年齢 ，
身長 ， 体 重 ． 同ブ ロ ー カ くB r o c aナ

指数
， 発 症前体重 ． 同 B r o c a 指数 ， 無月経 発症時体

重 ． 同 B r o c a 指数 ， 当科受診時 ま で の最 低体重 ． 同

B r o c a 指数 ， 無月経 の 期間と 程度 お よ び体 重減少量 ．

体重減少率 に つ い て 調査 し， 比較検 討 した ．

な お
， 体重減少量 お よ び 体重減 少率 は以下の 式で計

算 した ．

体重 減少量 二 発症前体 重一無月経発 症時体重

体重減少率 二 体重 減少量ノ発症前体重 X lO O

無月経の 程度 ， す な わ ち第 1 度無月経と 第2 度無月

経の 判定 は
，

プ ロ ゲ ス テ ロ ン 25 m g ま た は 50 m g くプロ

ル ト ン
，

日本 シ エ
ー リ ン グ

，
大阪1 筋 肉注射投与 によ

る消退 出血 の 有無 に よ り行 っ た ．

工王 ． 内分 泌 学的検索

内分泌学的検 索 は ， 黄体 化 ホ ル モ ン 放 出 ホ ル モ ン

く1 u t e i n i zi n g h o r m o n e
－

r el e a si n g h o r m o n e
，
L H －R 抑

負荷試験 と
， 各種血 中ホ ル モ ン 値 に つ い て行 っ た ． 各

種 血 中ホ ル モ ン測定 の た め の 採血 は
，

A N 及 び S W L

S ti m ul a ti n g h o r m o n e i G H
， g r O W t h h o r m o n e ニ L H

，
l u t ei n l Z l n g h o r m o n e ニ L H － R H

，
1 u t ei nizi ng

h o r m o n e － r el e a si n g h o r m o n e ニ P R L
， p r Ol a cti n 3 S W L

，
Si m p l e w ei gh t l o s s r el at ed

a m e n o r r h e a 三 T
，
t e S t O S t e r O n e ニ T S H

，
t h y r oid s ti m ul a tin g h o r m o n e
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群では
， 当科初診時の 午前 9 時 へ 10 時 に 安静状態下に

て行っ た ． 対照 の C 群 で は
， 月経周期 の 第 2 へ 5 日目

に同様 に行 っ た ． 採血 後
， 直ち に 血 清 を分離 し ， 測定

まで －

2 0
0

C に て 凍結保 存 した ．

1 ． L 軋 R f壬 負荷試験

A N 群17 例
，
S W L 群19 例 に 対し て L H － R H 負荷試

験 を行 っ た ． L H － R H l O O JJ g くL H ． R H
， 田辺 製薬 ， 大

阪J を静脈注射投与後
，

0
，
15

，
3 0

，
6 0

，
9 0

，
1 2 0 分に

採血 し
， 血 中 L H お よ び F S H を測定 した ．

2 ． 血 中ホ ル モ ン の測定項目 お よび測定方法

血 中ホ ル モ ン の 測定は
， 黄体化 ホ ル モ ン くL 印 ， 卵

胞 刺 激 ホ ル モ ン くf olli cl e s ti m u l a ti n g h o r m o n e ，

F S H l ，
プ ロ ラ ク チ ン くp r o l a cti n

，
P R り ， 成長 ホ ル モ ン

くg r o w th h o r m o n e
，
G H J ， 甲 状 腺 刺 激 ホ ル モ ン

くth y r o id s ti m u l a ti n g h o r m o n e ， T S 印 ，
エ ス ト ロ ン

くe s t r o n e
，
E ．I ，

エ ス トラ ジオ ー ル くe st r a d i ol
，
E 2l ，

テ ス

ト ス テ ロ ン くt e s t o s te r o n e
，
T I ，

ア ン ド ロ ス テ ン ジオ ン

くa n d r o st e n e di o n e
，
A D I ，

D H A
，
D H A －S

，
コ ル ナ ゾ ー ル

くC O rti s o l
，
C O Ll に つ い て行 っ た ．

L H
，
F S H

，
P R L は

， そ れ ぞれ L H キ ッ ト r第
一

J ，

F S H キ ッ ト r 第
一

J ，
P R L キ ッ ト r 第 一 J く第

一

ラ ジ

オ ア イ ソ ト
ー プ研究所

． 東京I を 用 い 測 定 し た ． G H

は フ ァ ル マ シ ア H G H リ ア く塩 野 義 製薬 ， 大 阪I ，

T S H は A b チ ュ
ー ブ T S H

－t

栄肝
，

く栄研 化学， 東

京I に て 測定 した ．

E 2 お よ び T は
，
C I S キ ッ トくミ ドリ 十字 ， 大阪いこ

て測定 し た ． E ． は
，

ジ ュ テ ル エ ー テル 抽 出後
，

セ フ ァ

デ ッ ク ス L H －2 0 くべ ン ゼ ン ニ メ タ ノ ー ル ニ 9 こ り に て

分離の の ち ラ ジ オイ ム ノ ア ッ セ イ 法 で 測 定 し た ． A D

お よ び D 王1 A は
，

ジ エ チ ル エ
ー

テ ル 抽 出後 ，
セ フ ァ

デ ッ ク ス L 廿20 ト キサ ン ニ ベ ン ゼ ン ニ メ タ ノ ー ル ニ

8 こ 1 二り に て そ れ ぞ れ の 分画 を回 収し ， それ ぞ れ ラ ジ

オ イ ム ノ ア ッ セ イ 法 に て 測 定 し た ． D H A － S は

D P C － D H A －S キ ッ ト くDi a g n o s ti c P r o d u c t C o r p o r a －

ti o n
，
L o s A n g el e s

，
U ．S ．A ．l ， C O L は ス パ ッ ク コ ル ナ

ゾ
ー

ル キ ッ ト く第 一 ラ ジ オ アイ ソ ト
ー

プ研 究所
， 東

京I に て 測定 した ．

m
． 臨床所 見 と血 中ホ ル モ ン値 の 相関関係

工 お よ びIl よ り得 られ た 結果を も とに
， 臨床所 見の

各項目 と血 中ホ ル モ ン値の 相関関係の 有無に つ い て検

討 した ．

1V ． 統計学的検討

実験 1
，

工I の 範 異 に つ い て の 統 計 学 的 処 理 は

S t u d e n t t一検定お よ び x
2

一検定 に よ り 行 っ た ．

成 績

工 ． 臨床所見の 検討 く表1 ， 図 1ナ

1 ． 初経年齢

初 経 発 来 の 平 均 年齢 は
，

A N 群 で 1 2 ， 3 士 1 ． 3

くM e a n 士 S Dナ歳
，
S W L 群で は12 ． 6 士1 ． 0 歳 で あ り

，
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C 群 の1 1 ． 9 士0 ． 6 歳 と 比 べ て 有 意 の 羞 は 認 め られ な

か っ た く表 り ．

2 ， 無月経発症年齢

無月経 の 発症年齢 は ，
A N 群で 平均16 ． 3 士 1 ． 8 歳 で

あり ，
そ のう ち18 歳以 下が20 例 中1 8 例 く90 ％ン で あ っ

た ．

一 方
，
S W L 群で は平均18 ． 5 士 2 ． 4 歳 で

，
1 8 歳以下

は21 例13例 く62 ％I で あっ た ． A N 群 で は
，
S W L 群 に

城

比 べ 無月経発症 年齢 の 低 い 傾 向が 見 ら れ た く表 り ．

3 ． 無月経 の 期間お よ び程度

無月経期間は
，

A N 群 で は 平均2 ． 9 士2 ． 9 年
，
S W L

群 で は2 ． 6 士2 ． 7 年で あり
，
両群 の 間に 有意の 差 はみら

れ な か っ た ． 受診時の 無月経 の程 度は
，
A N 群 では第

1 度無月経が 5 例 く25 ％ナ， 第 2 度無月経が15 例 く75％1

で あ り ，
S W L 群の それ ぞれ 6 例 く29 ％I ，

1 5 例 く71％ラ

Fi g ． 1 ． C h a n g e s o f B r o c a
，

s i n d e x th r o u gh th e o n s et o f a m e n o r r h e a i n p a ti e n t s

w ith a n o r e x i a n e r v o s a くA NJ a n d th o s e w i th si m pl e w e i gh t l o s s r el a t e d

a m e n o r r h e a くS W LJ ． B r o k e n li n e c o n n e c ti n g o p e n ci r cl e s a n d s olid li n e

c o n n e c t in g cl o s e d c i r cl e s i n d i c a t e th e c o u r s e s o f i n di vi d u al v a l u e s i n th e l s t

g r a d e a n d i n th e 2 n d g r a d e a m e n o r r h ei c p a ti e n t s
，

r e S p e C ti v el y ． T h e sh a d e d

a r e a s r e p r e s e n t th e r a n g e o f l O O 士10 ％i n B r o c a
，

s i n d e x －
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と比べ て ，
そ の 頻度 に 有意の差 は み られ な か っ た 俵 士6 ． 1 k g ，

S W L 群 で 51 A j I 5 ．8 k g であり
， 今回 の C 群

1I ． の平 均 体重51 ． 0 士4 ． 3 k g と比 べ て有意の 差 は認 めら れ

4 － 体重 と無月経 な か っ た ． ま た
，
B r o c a 指数 の 平均値 は ， A N 群

，

無月経が発症す る 以 前の 平均体重 は
，
A N 群で 49 － O S W L 群 ，

C 群 で そ れ ぞ れ8 5 ． 8 士8 ． 0 ％ ，
9 3 ． 0 士

A N

0 1 5 3 0 6 0 9 0 1 2 0 0 1 5 3 0 6 0 9 0 1 2 0

Ti m eくm i nl a 触 ri n5 e ctio n

S W L

ll m e くm 叫 aft e rj nj e ctio n

0 1 5 3 0 6 0 9 0 1 2 0 0 1 5 3 0 6 0 9 0 1 2 0

1l m eくm inl afte r inj e ctio n Ti m eくm 叫 aft e ri nj e ctio n

F i g ． 2 ． C h a n g e s of s e r u m l u t ei n i zi n g h o r m o n e くL 印 a n d f olli cl e sti m ul a ti n g

h o r m o n e くF S Hl l e v el s i n r e s p o n s e t o in tr a v e n o u sl y a d m i n i st e r ed L H －

r el e a si n g

h o r m o n e くL H － R H ニ 1 0 0 FL gI i n p a ti e n t s wi th a n o r e x i a n e r v o s a くA Nl a n d th o s e

W ith si m pl e w ei gh t l o s s r el a t e d a m e n o r r h e a くS W い ． B l o o d s a m pl e s w e r e

C O ll e c t ed a t O
，
15

，
3 0

，
6 0

，
9 0

，
a n d 1 2 0 m i n u t e s a ft e r L H － R H i nj e c ti o n

． B r o k e n

li n e c o n n e c ti n g o p e n ci r cl e s a n d s o lid li n e c o n n e c ti n g cl o s e d c ir cl e s i n d i c a t e th e

C O u r S e S O f i n d i v id u a l v a l u e s i n th e l st g r a d e a n d i n th e 2 n d g r a d e a m e n o r rh ei c

p a ti e n t s
，

r e S p e C ti v el y ． T h e sh a d e d a r e a s r e p r e s e n t th e n o r m a l r a n g e o f s e r u m

L H a n d F S H l e v el s ．



3 3 0

1 1 ． 0 ％ ，
8 9 ． 6 士1 0 ． 2 ％で あ り

，
各群 の 間に 有意 の 差 は

認 め られ な か っ たく表 1 卜 し か し ， 発 症前の B r o c a 指

数は
，

A N 群 で は正 常域 に あ っ た も の 5 例 く25 ％う，

9 0 ％ 以下 の もの 15 例 く75 ％I ，
S W L 群 で は正 常域1 1 例

く52 ％I ，
90 ％ 以 下 9 例 く4 3 ％I で あ り

，
A N 群 で は

S W L 群 に 比 べ て低 い もの の 多 い 傾 向 が み ら れ た く図

1 1 ．

無月 経発症 時 の 体 重 は
，

A N 群 で 4 0 ． 3 士8 ． O k g ，

S W L 群 で 4 1 ． 5 士5 ．6 k g で あ り
， 両群 の 間に 有意 の 差

は認め ら れ な か っ た ． B r o c a 指数 の 平均 は ， それ ぞれ

70 ． 4 士1 2 ． 6 ％，
7 4 ． 1 士 10 ．2 ％で あ っ た ． し か し ，

A N

群で は S W L 群 に 比 べ て B r o c a 指数 の 著明 に 低 下 す

る例が 多く み られ た ． 無月経発症時 の 体 重減少量 お よ

び体重 減少率の 平均値は
，

A N 群 で8 ． 8 士5 ． 6 k g ， 1 8 J O

土 1 2 ． 0 ％ で あ り
，
S W L 群 の10 ． 2 士5 ． 3 k g ，

1 9 ． 7 士

9 ．5 ％と比 べ て 有意の 差 は み ら れ な か っ た く表 1
． 図

1 1 ． しか し ，
A N 群 で は無月経発症後も 体重減 少が進

行し ， 体重減少率は ， 発症直後 に 当科 を受診 した 1 例

を除き ，
い ずれ も20 ％以 上 を 示 し た ．

こ れ に 対 し ，

S W L 群で は 無月経発症後 の 体重減少の 程度 は A N 群

ほ ど著明で なか っ た く図1 ト

城

な お
， 当科受診ま で の 最低体重 お よ び B r o c a 指数

は
，
A N 群 で は33 ． 9 士7 ． O k g ，

5 9 ．6 士 11 ． 1 ％ ，
S W L 群

で は38 ． 3 士 4 ． 4 k g
， 6 9 ． 6 士 8 ．0 ％で あ り

，
そ の 低下は

A N 群 に お い て著明 で あ っ た く表 い ．

当科受診検査時の 体重 お よ び B r o c a 指 数は
，

A N

群 で は平均42 ． 2 士9 ． O k g ，
7 3 ． 7 士1 3 ． 0 ％ ，

S W L 群で は

40 ． 9 士5 ．2 k g ，
73 ．8 士9 ． 6 ％で あ り ，

C 群 の51 ■ 0 士4 ． 3

k g ，
8 9 ． 6 士1 0 ．2 ％に 比 べ て

， 両群と も に 有意に 低下し

て い た くp く0 ． 0 51 ． し か し
，
A N

，
S W L 両群の 間に 有意

の 差 は み ら れ な か っ た く表 1 ト な お
，
無月経の 程度別

で は
，
A N 群第 1 度無月経の 平均体重 は48 ．1 士8 ． 8k g ，

平均 B r o c a 指数 は81 ． 7 士1 5 ． 0 ％ ， 同群 第 2 度無月経

で は40 ． 2 士8 ． 1 k g ，
7 1 ． 0 士1 1 ． 0 ％ ，

S W L 群第 1 度無月

経 で は42 ． 9 士 5 ． 9 k g ，
7 9 ． 3 士9 ．0 ％， 同第2 程度無月経

で は40 ． 1 士4 ． 6 k g ，
7 1 ． 6 士8 ．9 ％で あ り ， 平均体重に お

い て
，
A N 群 第1 度無月経例 が A N 群 第2 度無月経例

お よ び S W L 群第 2 度無月経 例に 比 し有意に 高 かっ た

くp く0 ． 0 51 ． し か し
，
B r o c a 指数の 各平均値 に は有意の

差 は認 め られ なか っ た く表 り ．

H ． 内分 泌 学的 検索
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体 重減 少性無月経症 患者の 内分泌学的検 討

A N 群1 7例 に お け る L H － R H 負荷 試験 の反 応 パ タ
ー

ンを分析す る と
，
L 王i で は 9 例く53 ％ナ が正 常 反応型 ，

8 例く47 ％りま低反応型 ま た は無反 応 型 を 示 し
，

F S H

で4 例 く24 ％I が正 常反 応型
，

7 例 く41 ％I が 遅延 反 応

軋 6 例 く35 ％I が低反応型 を示 した ． S W L 群19 例 に

おい て は ，
L H で は13 例 く68 ％1 が 正 常 反 応型

，
1 例

く5％I が過剰反応型
，

5 例 く26 ％I が 低反応型 ま た は 無

反応型 ，
FS H で は 6 例 く32 ％ナ が 正 常 反 応型

，
4 例

く21％I 型が過剰反 応型 ， 5 例く26 ％1 が 遅延 反 応型
，

4

例く21 ％1 が 低反応型 を示 した ． A N 群 で は S W L 群 に

比 べ て低反応型 が 多く み ら れた が
， 両群 の 反応パ タ

ー

ンに は有意の 差は み ら れ な か っ た ． ま た
，
L H － R H 負

荷試験の反応パ タ
ー ン と体重減少率お よ び 無月経期 間

との 間に も 密接な 相関は認 め られ な か っ た ．

2 ． 血中下垂体 ホ ル モ ン値 く表 2
， 図 31

血中 L H 値 は
，

A N 群 で は 8 ． 6 士1 ． 5 m l U l m l

くM e a n 士S E M l ，
S W L 群で は 4 ． 6 士 0 ． 5 m l Uノm l で あ

り
．
C 群 の 11 ． 0 士4 ． O m l U l m l に 比 べ て

，
A N 群で は

低値傾向 ，
S W L 群 で は 有 意 に 低 下 し て い た くp く

0 ．0 5 L F S H 値 は
，

A N 群 で は 8 ． 5 士 1 ． 2 m l U J
I

m l ，

S W L 群 で は 6 ． 1 士0 ． 8 m l U l m l と
，

C 群 の 9 ． 7 士 1 ． 6

m l U l m l に 比 べ て
，
S W L 群 に おい て有意 に 低下 し て

い たくp く0 ． 0 乳

33 1

P R L 値 に お い て は
，
C 群 の 1 3 ．4 士0 ． 9 n g J

，

m l に 対

し
，

A N 群で は 10 ．6 士0 ． 8 n gノm l
，
S W L 群で は 8 ． 3 士

0 ． 7 n gl m l と両群 とも C 群 に 比 し有意 に 低下 して い た

くp く0 ． 0 5J ． T S H 値 は
，
C 群 の 1 ． 2 8 士0 ． 1 8 J L gノm l に

対し
，

A N 群で は 2 ． 0 7 士0 ． 1 4 J L gl m l
，
S W L 群 で は

2 ．0 9 士0 ． 2 5 JL gノm l と
，
A N

，
S W L 両群 に おい て C 群

と 比 べ 有意 に 上 昇 し て い た くp く 0 ． 0 5 J ． G H 値 は
，

A N 群 で は 4 ． 0 9 士0 ． 8 0 n gl m l
，
S W L 群 で は4 ． 2 0 士

0 ．6 3 n gl m l と
，
C 群の3 ． 17 士1 ． 64 n gl m l に 比 べ て

， 両

群と も高値傾 向を示 した が
， 有意の 差 はみ ら れ な か っ

た ．

3 ． 血 中ス テ ロ イ ド値 く表 2
， 図 射

E l 値 は ，
A N 群 で は 45 ． 0 士 7 ． 1 p gl m l くM e a n 土

S E M l ，
S W L 群で は 54 ． 3 士7 ． 9 p gl m l で あ り

， 対照 の

月経 期C 群 の 30 ． 3 士5 ． 3 P g J m l と比 べ て
，
S W L 群 で

有意の 高値 を示 し て い た くp く0 ．0 5J ． E 2 値 は
，
A N 群 で

は2 7 － 5 士4 ． 8 p gl m l
， S W L 群 で は22 ． 0 士2 ．7 p gl m l と

共 に低値 で あ っ たが
． 対照の 月経期C 群の 25 ．8 士5 ． O

p gノm l と比 べ て有意の 差は認 め られ なか っ た ．

T 値 は
，

A N 群 で は 0 ．4 5 士0 ． 0 5 n gl m l
，
S W L 群 で

は0 ． 55 士0 ．0 7 n gl m l と
，
A N 群 に 比 し S W L 群で 高値

傾向 を認め た も の の
，
C 群の 0 ， 4 1 士0 ． 0 7 n gノm l と 比 べ

て
， 両群と も に 有意 の 差 は認め られ な か っ た ． A D 値
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3 3 2

は ，
A N 群 で は 0 ． 5 3 士0 ． 0 7 n gl m l と ，

S W L 群 の

1 ． 0 2 土0 ． 19 n gノm l や C 群の 1 ． 1 2 士0 ． 1 9 m gl m l と比 べ

て
． 有意 に 低下 して い たが くp く0 ． 0 5l ，

S W L 群 と C 群

との 間に は有意 の差 は認め られ な か っ た ■

C O L 値 は
，
A N 群 で は19 ． 1 士l ． 6 JL gld l ，

S W L 群 で

は18 ． 2 士1 ． 7 JL gl d l と
，
C 群の 11 ． 8 士1 － 2 JL gld l に 比

べ て
， 両群と も有意 に 上昇 して い た くp く0 ． 0 11 ．

D H A 値 は
，

A N 群で は 1 ． 4 4 士0 ． 4 1 n gl m l
，
S W L 群

で は 2 ． 3 9 士0 ． 5 2 n gJ m l と
，

C 群 の 4 ． 4 6 士0 ． 5 0 n gl m l

に 比 べ て
， 両群と も有意 に 低下 して い た くp く 0 ■ 0 1卜

しか し
，

A N 群 と S W L 群 と の 間に は有意 の差 は認 め

な か っ た ． D H A － S 値は
，

A N 群 で は 54 ． 4 士1 0 ． 1 JL g J
，

dl
，
S W L 群 で は88 ． 6 士1 7 ．8 JL gl d l と

，
C 群 の22 1 ．3 土

2 5 ． 1ノJ gノ劇 に 比 べ て
，
両群と も 著明 に 低 下 し て い た

くp く0 ． 0 11 ． ま た
，
A N 群 と S W L 群の 間に も 有意の 善

が認 め られ た くp く0 ． 0 51 ．

4 ． 各種血中ス テ ロ イ ド比 の 検討 く表 2 ナ

D H A I C O L は
，
C 群の0 ． 4 3 士0 ． 0 5 に 対 して

，
A N 群

で は0 ．0 9 士0 ． 0 3
，
S W L 群 で は0 ． 1 6 士 0 ． 0 4 で あ り

，

A N
，
S W L 両群と も C 群 に 比 し有意 に 低下 し て い た

くp く0 ．0 1l ． D H A － SI C O い ま
，

C 群 の20 ．3 士2 ■ 8 に 対 し

て ，
A N 群で は3 ．4 士0 ． 9

，
S W L 群 で は6 ． 6 士1 ． 9 と

， 両

群 とも C 群 に 比 べ 有意 に 低下 して い た くp く0 ． 011 ． し

か し
，
A N 群 と S W L 群と の 間 に は 有意の差 は 認め ら

れ なか っ た ．

D H A －S I D H A は
，

A N 群で は53 ． 7 士9 ． 6
，
S W L 群

で は4 4 ． 9 士6 ． 3
，
C 群 は59 ． 7 士1 3 ． 5 で あ り

，
各群 の 間

慧烹だh．．
1 1l

G I t d■ 8 l

t 爪 t れ Q什 山一t

G 血 中1
1 t1 1 1l

凸 m t れ P l l h■ 且

城

に は 有意 の 差 は 認 め ら れ な か っ た ． A D ノD H A は
，

A N 群で は0 ． 69 士 0 ． 15
，
S W L 群で は0 ． 8 8 士 0 ． 3 2

，
C

群 で は0 ． 2 7 士0 ． 0 3 で あ っ た ． 両群 と も C 群 に比 し
，
そ

れ ぞ れ 有 意 に 上 昇 し て い た が くp く 0 ． 0 1
， p く0 ． 0 51 ，

A N 群 と S W L 群 との 間 に は 差は 認め ら れ な か っ た ．

T I D H A は ，
C 群の0 ． 1 0 士 0 ． 0 2 に 対 して

，
A N 群では

0 ． 7 4 士0 ． 1 5
，
S W L 群 で は0 ． 6 0 士0 ． 2 0 と ，

A N
，
S W L の

両群 と も 有 意 に 上 昇 し て い た くp く0 ， 0 51 ． し か し
，

A N 群 と S W L 群 の 間に は有意 の 差 を認 め なか っ た ．

E 21 T は
，

A N 群 で は0 ． 0 8 士0 ． 0 2 と ，
C 群の0 ．0 8 士

0 ． 0 2 に 比 べ て 有意差を 認め な か っ たが
，

S W L 群で は

0 ． 0 5 士0 ． 0 1 で あり
，
C 群 に 比 べ て有意 に 低下 して い た

くp く0 ． 0 51 ． し か し，
A N 群 と S W L 群 と の 間に は有意

の 差 は 認 め な か っ た ． な お
，

T I A D お よ び E ．1 A D

は ，
A N 群に お い て C 群 に 比 し有意 に 上 昇 して い た ■

III
．
血 中 ホ ル モ ン 値 と臨床所見 と の 相関関係く表3

，

図3
， り

A N 群 お よ び S W L 群の体 重 ． B r o c a 指数や 無月経

の 程 度 ． 期間な どの 臨床項目 と血 中各 ホ ル モ ン値と の

関係 に つ い て検討 した ．

C 群 で は 体重が 4 6 ． 0
へ

58 ．O k g ，
B r o c a 指数が78 ． 3 へ

1 1 2 ． 5 ％ で あ り ， 採血検査時 の体重お よ び B r o c a 指数

と各血 中ホ ル モ ン 値 との 間に は 有意の 相関は み られな

か っ た ． し か し
，

A N 群 に お い て は G H と 負，
T S H

お よ び A D と 正 ，
S W L 群 に お い て は L H お よ び

E 2 と正 の そ れ ぞ れ 有意の 相関が認 め ら れ たくp く0 －05
，

p く0 ． 0 1l ． ま た
，

B r o c a 指数 の 低 い もの で は
，
A N 群

． H

区画
I sw L

F i g ． 4 ． S e r u m s t e r oid h o r m o n e c o n c e n t r a ti o n s i n c o n t r o l y o u n g f e m al e s くCl ，
i n p a ti e n ts w ith a n o r e x i a

n e r v o s a くA Nl ，
a n d i n th o s e w ith si m pl e w ei gh t l o s s r el a t e d a m e n o r r h e a くS W U －

E a c h c o l u m n a n d

ci r cl e r e p r e s e n t s m e a n 士 S E M ．

．

， p く0 ．0 5 ニ
． ホ

， p く0 瓜 N u m b e r s i n c ol u m n a n d p a r e n th e si s i n di c a te

th e n u m b e r o f s a m pl e s e x a m i n e d ．
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T A b l e 3 ． C o r r el a ti o n b e t w e e n b o d y
－

W e i gh t o r B r o c a
－

s i n d e x an d s e ru m h o r m o n e c o n c e n t r a ti o n s in

p a ti e n t s wi th a n o r e xi a n e r v o s a an d t h o s e wi th si m pl e w ei gh t l o s s r el a t e d a m e n o r r h e a

C o n t r ol y o 11 n g
鈷 m al e s

くCン

B o d y B r o e a
t

s

W eig h t h d e x

An o r e x i a n e rv O S a

くA N l

B o d y B r o c a

t

s

W ei g h t i n d e x

S i m pl e w ei gh t l o s s

r el a te d a m e n o r r h e a

くS W U

B o d y B r o c a
．

s

W ei gh t i n d e x

A N ＋S W t

B o d y B r o c a
－

s

W ei g b t i n d e x

S

温
孤

温
飢

警

温
m

弛

＋0 ．4 4 6
ホ

＋0 ．6 3 7
ホ

－

0 ．5 7 5
ホ ー

0 ．5 8 6
ホ

＋0 ．6 3 0
綿 ＋0 ．6 4 9

ホ

＋ 0 ．7 3 7 ホホ ＋0 ．5 9 8 ホ

ー 0 ．4 8 2 ヰ ー 0 ．4 2 9 ホ

＋0 ． 4 2 2
ヰ

十0 ．4 1 2
ホ

＋0 ．4 8 6
ホ

＋0 ． 7 3 0
棉

＋0 ．8 5 3
ヰ ホ

＋0 ．3 9 5
ヰ ＋0 ．4 9 7

ホ

十0 ．3 4 1
ホ

＋0 ．4 0 1
韓 ＋0 ．4 4 0

ホ

E a c h v al u e r ep r e s e n t s th e sig n i丘c an t C O e f fi ci e n t o f c o r r el a ti o n
，
r く

＋

， p く0 ．0 5 i
輌

， p く0 ．0 11 ．

で E 2，
A D

，
T

，
E ．

，
F S H

，
S W L 群 で E 2，

A D
，
T

，
E l，

L H が 低値
，
ま た S W L 群で G H が高値 を示 す傾向が

みられ た く表 3 ト な お
， 痩せ と ホ ル モ ン 値 と の関係 を

みるた め ，
A N

，
S W L 両群合 わせ て 検討 した と こ ろ

，

体重と E ．，
A D

，
T S H と正

，
G H と 負，

B r o c a 指数で

は E ．
，
E 2

，
A D

，
T

，
T S H と正 ， G H と 負の そ れ ぞ れ有

意の相関が認 め られ た くp く0 ． 0 引 ．

血 中ホル モ ン 値 と無月経の 程度と の 関係に つ い て検

討した と こ ろ
， 第 2 度無月経症例 で は 第 1 度無月経症

例に比 べ て
，

A N 群 で L H
，
F S H

，
D H A －S が低 値 ，

P R L が 高値 ，
S W L 群で L H

，
F S H が 低値 を示 しくp く

0 ，0 5 ， p く 0 ． 0 11 ， ま た ． 両群に お い て E 2，
E ．

．

が低値 ，

G E が 高値 を示 す傾向が み ら れ た く図3
，

4 1 ．

考 察

痩せ や肥満な どの体 重 異常に よ り続発性無月経が 発

症する こ と は古く か らよ く知 ら れ て い た が
， 近年 ， 体

重減少に よ る無月経症 が 若 年女性 に お い て増加 し つ つ

あり新た な注目 を浴び て い る ． 若年 女性 に お け る痩せ

と月経異常 の 関係 に つ い て は
，

望月 ら
13，

の 報告に よ れ

ば
，

この 年代の 比 体重 よ りみ た痩 せ の 頻度 は ，
1 5 歳 で

24 乳 1 6歳 で21 ． 9 ％
，
1 7 へ 2 1 歳 で10 ％前後と か な り 見

られるも の の
， 月経異常の 頻度は標 準体 重群 と比 べ て

有意の 差が な か っ た と し て い る ． こ の こ と は 恒常的な

痩せ傾向が月経異常 と 関連 して い る の で は な く
． 何 等

かの 原因や 動機 で 急激 な体重 減少が 生 じた 場合に 無月

経が生ずる も の と考 え ら れ る ． と く に10 歳代後半の 若

年女性 は
， 精神 的 に も 肉体 的 に も不安 定 な状 況 に あ

り
，
周囲の 環境 の 変 化や 社 会風潮 の影 響 を受 け や す

く
，

し ば し ば節食や 拒食な どの 異常 な食行動 を取 り体

重 を減少 させ る こ とが あ る ． こ の よう な 急激 な体重減

少 に よ っ て 無 月 経 を 発症 す る 疾 患 と し て A N と

S W L が よ く知 ら れ て い る が
．
松本 ら

1
里こよれ ば ，

18 歳

以下の 続発性無月経 患者の う ち
，

A N は2 ．9 ％ ，
S W L

は24 ． 6 ％を 占め て き てお り ， 思 春期の 月経異常 の な か

で 無視 で き な い 存在 と な っ て き て い る ．

A N の 存在 は 古く か ら特異な 食行動 を伴う こ と で知

られ て い た が
，

1 8 68 年に G ull は本症 を ヒ ス テ リ
ー 性

消化不 良 くa p e p si a h y st e ri c aナ と命名 した が
， そ の 後

187 3 年 に は神経性食思不振症 ある い は神経性食欲不 振

症くa n o r e x i a n e rv O S al と 命名 し報告 した ． 本症 は
， 精

神的原因 に よ り摂食行動に 異常 をき た し高度 の る い 痩

と無月経 を伴う 疾患 とさ れ
，
本邦 で は 昭和52 年 く1 9 7 7

年I か ら厚生省特定疾患 ． 視床下部下垂体機 能障 害調

査研究班 の 研究題目 と して取 り上 げら れ て い る ． 現 在

我が 国で は ， 本症 の 診断基準 と し て厚生省研究班 の も

の
12I

が 広く用 い ら れ て い るが
，

そ れ に よれ ば 狭義の 本

症 仲 核群I は
， 用標準体重の

－

2 0 ％以 上 の 痩せ
，
く2I あ

る 時期に 始 ま り 3 ヶ月以 上 の 持続 ，
く3ほ0 歳以 下

，
く41女

性， は1無月経 ，
く6さ食行動の 以 上 く不食 ， 多食 ， 隠れ 食い

な ど1 ，
く7I体重 に 対す る歪 ん だ考 えく痩せ願 望L 略偏 動

性の 冗進
，
伯1病識 が 乏 しい

， く101除外規定 と し て痩せ を

き た す 器質的疾 患や 精神分裂病 ． 欝病 ． 単 なる 心因反

応が な い も の と さ れ て い る ．
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山

方 ，
S W L は

， 本人 の 意志 に よ る美容上 の 理 由 に

よ っ て自発的 な減食 を行い
， 体重減少 と と も に 無月経

を生 ずる も の であ る ． 広義の A N は
，
既述 の 診断基準

揖
，
く21

，
く川 を 満た す も の で あ る が

，
こ れ に 従 え ば

S W L の 多く は こ れ に 包括 さ れ る ． 実 際 に A N と

S W L を原医い 誘 因と は無 関係に 体 重減少 に 伴 う 無月

経 と して 同 じ症候 群 と し て 扱 う 考 え方
21

も あ る が
，

A N に お い て は
， 病前性格 と して 明朗活発 ，

凡 帳面 ，

強情 ， 潔癖な どの 特徴 を 有 し
， 成長過程 に お け る依存

性 の 発達障害が み られ
15l

， 精神的素因 が発 症 に 関与 し

て い る も の と考 え られ て い る ． ま た
，
拒食 の み な らず

過食 を含 め た食行動の 異常や
，
強度 の る い 痩 や無月経

に も か か わ ら ず病識が 乏 し く ， 周 囲の 対人関係 に も歪

み を認め ら れ る な ど独特の 精神症状 を有 す る も の が 多

い ． こ れ に 対 し
，
S W L で は

， 精神 的な異常 は殆 ど認 め

られ ず ， 無月経 を主訴 と し て 自発的に 受 診 し
， 体重の

減少 を指摘さ れ る と比 較 的早 期に 体 重 を回復さ せ る 症

例が多くみ られ る ． 無月経 に 関 して も
，
A N で は他の

精神症状 と並 んだ 症状 の ひ と つ で あ り ， 体重 減少 に よ

る 二 次的障害 と とも に 精神 的要因 を背景 とし た
一 次的

な視床下部障害 が 含 ま れ て い る 可能 性 が あ る の に 対

し
12I 鳩

，
S W L で は唯 一 の 症状で あ り

， 体重減 少 に よ る

二次 的な視床下 部障害 に よ る と 考 え ら れ る 症例 が 多

い ． した が っ て
，
A N とS W L と の 間 に は

，
臨床像 に お

い て 種々 の共通 点が 認 め られ る も の の
，

一 般 的に は異

な る疾患と して 取り扱 われ て お り
17 卜 劫1

， 今 回 の研 究 で

も A N と S W L を
一 応区別 して ， そ の 臨床像 と 内分泌

動態 に つ い て 検討 した ．

表 1 に 示 す ご と く ， 初 経 年 齢 に お い て は
，

A N
，

S W l 両群 と も 対照の C 群と 比較 し て差異 は な く
，
異

常 は認 め られ な か っ た ． 無月経 の 発症年齢 は
，
諸家の

報 告と 同様 に
2012 1l

，
A N が S W L に 比 べ て や や 低年齢で

あっ た ． これ は
，

A N が 思春 期 に 好発す る の に 対 し
，

S W L は 思春期後半 か ら性成熟期 に 入 り ， 容 姿 の 美 し

さ を求め る年齢層 に 多 く発症す る た め と考 え ら れ た ．

なお
， 無月経 の程度 は

， 両群 と も約70 ％が第 2 度無月

経 で あ り， 他 の 報告と ほ ぼ 同様 で あ っ た
19 卜 21 I

． 無 月経

発症前の 体重や B r o c a 指数 に 関 して は両群 と も C 群

と比 べ て有意の 差は な い も の の
，
図 1 に 示 す ごと く ，

A N で は B r o c a 指数が90 ％以下 の 症例が S W L よ り

も 多く み ら れ ，
A N で は 発症 前 より 痩せ 傾向の あ る こ

と が う か が われ た ． こ れ に は
，
A N に お け る病前性格

や 家庭環境 が影響 して い る も の と考 え られ た ． 無月経

発症時の体 重に は
， 両群の 間で は有意 の差 は な く

，
い

ずれ も B r o c a 指数 で約70 ％ まで 低下 した と き に 相 当

して い た ． ま た
，
無月経発症時 の 体重減少量 ， 減少率

城

に お い て も ， 両群 間 に 有 意の 差 は認 め ら れ な か っ た

が
，

A N で は 無月 経発 症後 間も な い 1 例を 除き
， 体重

減少 が進行 し
， 体重減少率 は20 ％以 上 を示 し てい た ．

これ は
，
S W L が体重 減 少を指摘 され る と比 較的早期

に 体 重の 回復 に 努 め る の に 対 し
，
A N に お い て は食行

動の 異常が 容易に 改善 さ れ ず体重 の増加 に 強固に 抵抗

す る た め と 考 え られ る ． 本研究 の A N お よび S W L 症

例 で は
，

ほ とん どが体 重減少率1 5 旬 2 0 ％ ， 体 重減少量

5k g 以 上 と な る と無月経が 発症 し て い たが
，

こ れは諸

家 の 報 告1 嘲
と ほ ぼ

一 致 す る も の で あ っ た ． な お
，

A N の 3 例く15 ％1 ， S W L の 4 例く19 ％J は比 較的軽微な

体重減少 で無月経 を発症 して い た が ，
こ の う ち発症前

よ り B r o c a 指数 で90 ％以下 の 痩 せ傾 向に あ っ た 症例

が A N で 2 例 ，
S W L で 2 例 認め ら れ た ． こ の こ とか

ら発症 前よ り痩せ 傾 向に ある症例 で は
，

ご く僅か な体

重減 少で も無月経 の 発症 しや す い こ と が示 唆され た ．

以 上
，

A N とS W L の 臨床像 に お い て は ， 体重減少

の程 度
，
無月経発 症時 の 体 重 な ど両群 で ほ ぼ同 じで

あ っ た が
，
A N で は S W L に 対 して発 症前よ り痩せ傾

向が 認 め られ ， 無月経の 発症年齢が 低く ， 無月経発症

後 も体重 減少が 続き る い 痩が 著明と な る 症例が 多か っ

た ． こ れ ら は
，
A N の 精神的素因や 精神症状 に起因す

る も の と考 え られ
，

予 後の 点 も 含め て S W L と は区別

し て取 り扱 う べ き と考 え られ た ．

体重減少 に よ る無月経 の発症 は
，

一 般 に 低栄養 ． 体

重 減 少に 伴 う代謝異常 か ら生 じ た 二 次 的な視床下部 ．

下垂体機能 異常 が 原因と さ れ て い る ． しか し
， 体重減

少が 著明 で な い 症例
41
や 体重 が 回復 して も な か な か月

経 が 回 復 しな い 症 例が 多く み ら れ る こ と か ら
17 ト 2－I

， 精

神的あ る い は 心 理 的な 原因を 背景 と した
一 次的な視床

下部 ． 下垂 体機能障害も 含ま れ て い る と 考 えられ る ．

食欲 を調節 す る 摂食 中枢 は外 側視 床下 部 ，
飽 満 摘

腹ナ 中枢 は視床下 部内側核 に あ り
，

こ の 相互 調節機能

に は血糖 を は じ めと す る 代謝物質や 大脳皮質か らの刺

激が 密接 に 関与 し て い る ． 拒食 と い う 食 行動 の 異常

は
，

こ れ ら食欲 に 関 す る 中枢の 相互 調節機能の 異常に

起 因す る も の と考 え ら れ
， 種々 の 脳 内ア ミ ン や ペ プチ

ド の 関与 に つ い て検討 さ れ て い るが
，

い ま だ に その 原

因は 明ら か と な っ て い な い
． こ の よ う な視床下部の機

能 異常が
，

L ロ ー R H の 分泌 不 全 を引 き起 こ し
， 下 垂体

か ら の L H 分泌 を低下さ せ て い る と 考 え られ て いる －

こ の こ と は
，
A N 患者の24 時間血 中 L H ■ベ タ

ー ン で拍

動性分泌が 消失 して お り
，

こ れ が体 重 の 回復 と共に出

現 し て く る こ と や
23，

，
A N

，
S W L 患者 で 体重 回復後も

性機能の 回 復が ない 症例 に
，

L 甘 R H を反復投与する

こ と に よ っ て L H の 分泌が 回 復 して く る こ と
2畑 211

から
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もう かが える ．

今回の 研 究に よ っ て得 られ た内分泌 検査所見 に つ い

て検討す る と
．

まず L H ． R H 負荷試験で は
，
図2 に 示

す ごとく
，

A N
，
S W L 両群に お い て L H

，
F S H の 低反

応パ タ
ー ン が 多く み ら れ た ． 両群の 反応パ タ

山 ン に 有

意の菱 はみ ら れ な か っ た が
，
A N で は L H の低 反応型

が47 ％．
F S H の 低反応塾 が3 5 ％に み ら れ

，
S W L の

L H 低反応型26 ％
，

F S H 低反応型21 ％ に 比 べ て 低反

応型 を示 す 症例 が 多か っ た ． また
， 体重 減少の 程度 と

反応パ タ
ー ン と の 間に は明 らか な 関連 性 を認め な か っ

た ． 諸家の 報告で は
，

L H － R H 負荷試験 に お い て L H

の 低反応 を認め る も の も 多い が
別 捌

，
F S H の 反 応も低

下して い る と い う報告
21I

もあ り
，

一 般 に A N お よ び

S W L で は L H － R H に 対 する ゴ ナ ド ト ロ ピ ン の 反応性

は低下 して い る も の と考 え られ て い る ． しか し
，
体重

の回復 に よ り ゴ ナ ド トロ ピ ン の 反応性が 改善 した り ，

L H － R ヨこの 反復投与に よ っ て反 応性が 改善 す る こ と
21I

などか らみ て
， 視床下部 の 機能障害 に も と づ く 二 次 的

なも の と考え ら れ て い る ．

血中下垂体 ホ ル モ ン 値 は
，
表 2 お よ び 図3 に 示 す ご

とく で あ っ た が ，
ゴ ナ ド ト ロ ピン で は

，
A N で L H 値

が低値 を示 し，
S W L で は L H

，
F S H と も に 有 意に 低

下してい た ． こ れ は従来 の 報告 に よ る 血 中ゴ ナ ド ト ロ

ピン基礎値 で の L H の 低値，
F S H の 低値 ま た は正 常

値
17ト 21I

と ほ ぼ
一 致す るも の で あっ た ． 痩せ に よ る無月

経症例で は
，

ゴ ナ ド ト ロ ピ ン の う ち L H の 分泌 不全 が

よ り著明と な る と さ れ て お り ，
こ れ は 下 垂 体 前葉 の

L H 分泌細胞 が FS H 分泌細胞よ り も 体重減 少に 敏感

で
，

よ り影 響を受 けや す い た めと 考 えら れ て い る ． し

かし
，
そ の 詳細 はい まだ に 不明 な点が 多 い

，
P R L に 関

しては
，
A N

，
S W L 両群と も に 有意 に 低下 し て い た ．

こ れ は 基礎 値 に は変 化 を 認 め な い と い う 従 来 の 報

告
1 側

に や や 反 す る も の で あ るが
，
T S 日 放出ホ ル モ ン

負荷試験tth y r o tr o pi n r el e a si n g h o r m o n e t e s t1
25
や イ

ンシ ュ リ ン 負荷試験
26J

に お い て P R L の 反 応性が低 下

して い る と の 報 告も あ り
，
今回 の 結果 は 何等か の 視床

下部 ．

下 垂 体機能 の 低下 を反 映 して い る も の と 考え ら

れた ． T S H で は
，
A N

，
S W L と も C 群 に比 べ る と有

意の上昇が 認め ら れ た が
， 全例 が 正 常値 の 範 囲内 に

あ っ た ． A N お よ び S W L で は
，

血 中 T S H
，

テ ロ キ

シ ン
， 遊離チ ロ キ シ ン の 変化 は認め な い が

，
トリ ヨ ー

ドチ ロ ニ ン の 低下 ， リ バ ー ス ト リ ヨ
ー

ドテ ロ ニ ン の 上

昇がみ られ る と報 告さ れ て い る
1 瑚

． 本論 文 で は こ れ

ら
．
のデ ー

タ は 示 さ なか っ たが
， 著者も 今回 同時に 測定

した血中 トリ ヨ ー

ド チ ロ ニ ン 濃度に お い て
，

そ の 低下

を認め てお り ，
こ の 結果 は諸家の 報告と

一 致 す る も の

335

で あ っ た ． G H は ，
A N

，
S W L と も C 群に 比 べ て有意

で は な い が
， 高値傾 向 を 示 し た ． こ れ は

，
A N で

G 日 の 基礎価 が 上 昇 す る と い う 報告封 珊
と ほ ぼ

一 致 す

る も の で あ り
，

こ の G王1 の上 昇は
，
G H の 代謝遅延 に

よ る も の と
，
栄養障害に よ っ て低下す る ソ マ ト メ ジン

を補う た め に よ る と考え ら れ て い る ．

血中ス テ ロ イ ド ホ ル モ ン値 は
， 表 2 お よ び 図4 に 示

す ごと く で あ り
，

E 2 に お い て は
，

A N
，
S W L と も に

30 p g J
I
m l 以下 の 低値 を示 して い たが

．
C 群の 正 常若年

女性月経 期の レ ベ ル と比 べ 有意の差は 認め ら れ な か っ

た ． また ．
E l は A N

，
S W L 両群に お い て C 群 よ り

む し ろ 高値傾 向を示 して い た ． A N や S W L の 痩せ に

よ る無月経症例 で は
，

エ ス ト ロ ゲ ン と く に E 2 は 有意

に 低下 して い る と い う 報告が ほ と ん どで あ る ． 今 回 エ

ス トロ ゲ ン に 閲し こ の よ う な 結果 が 得ら れ た最 も大 き

な 理 由は
， 本研究 C 群の 採血 時期が 月経 周期 の 第 2

一
－

5 日 日と比 較 的早期 で あ っ た た め と 考 え ら れ た ． な

お
，
A N と S W L 両群 を合わ せ

， 血 中 E2 値 と採血時

の B r o c a 指数 との 相関に つ い て検 討し た と こ ろ
． 表

3 に 示 す ごと く 有意 の 相 関関係 を 認め て お り
，

血 中

E 2 は 痩せ の 程度を も反 映 して い る と考 えられ た ．

T に お い て は ，
A N

，
S W L と も C 群と の 間に 有意の

差 を認 め な か っ た が
，
S W L で は やや 高値 で あ っ た ．

血中 T に 関 し て は
，

A N で 上 昇 を 認 め る と す る 報

告
珊 瑚

や 変化 を認め な い と す る報告
姉 別

があ るが
， 今回

の 研究結果 は後 者 に 一 致 す る も の で あ っ た ．

一 方
，

A D に お い て は
，
A N で S W L や C 群に 比 べ て有意 に

低 下 して い た ． 女性 に お ける 血 中 A D は ，

一約1 5 ％ は

D H A か ら の 転換 ， 約4 0 ％は 副腎， 約4 0 ％ は卵巣 に そ

れ ぞ れ 由来 す る も の で あ る ． ま た
，
血 中 T は

， 卵巣お

よ び副 腎の 直接 分泌 に 由来す る も の が そ れ ぞれ 約1 0
ノ

ー

1 5 ％で あ り ， 約50 旬 6 0 ％が A D か ら転換 され た もの で

あ る ． 本研究 の A N 群 に お い て 認め られ た A D の 低

下は
，

主 に 卵巣機能 の 低下に 起因する も の と考 え られ

る が
． 後述す るよ う に D H A

，
D H A －S も 低下 し て い る

こ と か ら
，

そ の 低下 に は 副腎皮質 に お け る ア ン ド ロ ゲ

ン 産生 の 減少 も 関与 し て い る も の と 考 え ら れ た ． た

だ ，
T の 低下 が認 め られ な か っ た こ と に 関 し て は

，

E st o u r ら
2Bl

が A N に お い て ス テ ロ イ ド結合血祭蛋白

くS e X h o r m o n e b i n d in g gl o b u li n J の 上 昇が み ら れ る と

報告し て お り
， 栄養状態の 悪 化に とも な う ス テ ロ イ ド

結合血 寮蛋白 の 変化 や他の ス テ ロ イ ド代謝酵 素活性 の

変化な どが こ れ に 関与 して い る も のと 考え ら れ た ．

一

方 ，
S W L に お い て

，
A D の 変化 は みら れ ず

，
T もや

や 高値 を 示 し た けれ ども ，
C 群と有意の 差は み ら れ な

か っ た ．



3 3 6

副 腎皮質横能 に お い て は
， 表 2

， 図 4 に 示 す ご と

く
，
C O L が A N

，
S W L と も C 群 に 比 し て 有意 に 上 昇

して お り
，

こ れ は諸家の 報 告 珊 11 削 ガ ト 黒I
と

一 致 す る も の

で あっ た ． 副 腎皮質刺激 ホ ル モ ン くa d r e n o c o r ti c o t r o
－

pi c h o r m o n e
，
A C T H いこ つ い て は

，
A N

， S W L の
一 部

の 症例の み に 測定を施行 した の で ， 本論文の デ ー

タと

して は示 さ な か っ た が
，

い ずれ も 正 常範 囲 内 に あ っ

た ． 諸家の 報告で も A C T H の 分泌冗進 は認 め られ な

い と され て お り ， 痩 せ に お け る 血 中 C O L の 上 昇 に

は
，

C O L 産 生量 の 増 加51

， 代 謝 の 低 下 に よ る 血 中

C O L の 半減期の 延長
3 2l

， 視床 下 部
一 下 垂 体 の 抑 制的

フ ィ ー ドバ ッ ク機構 の調節異 常
5129 ト 31 l

， A C T H 放 出 ホ

ル モ ン に 対 す る血 中 A C T H
，
C O L の 反応性 の 低 下 と

髄液中の 免疫 活性 A C T H 放出 ホ ル モ ン の 上 昇
29I

な ど

が 関与 して い る も の と考 え ら れ て お り ，
い ずれ も 痩せ

や低栄養 に もと づ く 二 次的な 変化と さ れ て い る ．

一 方 ， 副 腎性 ア ン ド ロ ゲ ン で あ る D H A お よ び

D H A －S は
，
A N

，
S W L 両群 に お い て C 群 に比 べ て有

意に 低下 し て い た ． 従来 の D H A に 関 す る報 告で は ，

A N で 上 昇 す る と い う報 告 叫 1 リ
と低 下 す る と い う 報

告
恥 9I

が あ り
，

一

定の 結論は 得 られ て い な い ． 今 回の 研

究結果は後 者の報告 と
一 致す る も の で あ っ た ．

副腎性ア ン ド ロ ゲ ン で あ る D H A の 血 中動 態 は 荒

木
6I

，
A k a s o f u ら

39I に よ れ ば
， 日内変動に お い て 早朝に

高値 を示 し ， 年齢的変動に お い て は
， 幼 児期 は低値で

あるが
，

8 旬 9 歳 より 急激 に 上 昇 し20 歳周辺 で ピ ー ク

と な り ，
以後や や 低下 し50 歳代 ま で

一 定 レ ベ ル を示 し

た あ と
，
6 0 歳以後 に お い て 更 に 低下 す る特徴 的な変勤

を示 す ． そ の分泌調節 は各種 ス トレ ス や A C T E 負荷

試験 の 結果 な どか ら第 一 義的 に は A C T H に よ っ て な

さ れ て い る が
，

そ の 産生 ． 分 泌 に は エ ス ト ロ ゲ ン や

P R L
，

さ らに は 副腎性 ア ン ド ロ ゲ ン 刺激 因子 くad r e
－

n al a n d r o g e n sti m u l a ti n g f a c t o rl
弼
な どの 関与 も示 唆

され て い る ． しか し
，

そ の 詳細 は未だ 不明で あ る ． ま

た
，
副腎性 ア ン ド ロ ゲ ン の 生理 的役割 に つ い て も

，

エ

ス トロ ゲン や T の前駆 ホ ル モ ン と して
， あ る い は 糖

質 コ ル チ コ イ ド の 指抗 ホ ル モ ン と し て
， 種 族保 存 く生

殖機 能I や個体保存 に 関与 し て い る と考 え ら れ て い る

が
，

な お 不明 な 点が 多い ．

今回 の 研究 で み ら れ た A N
，
S W L 両群 に お ける 血中

C O L の上 昇 ，
D H A

，
D H A ．S の 低 下

，
D H A ノC O L

，

D H A － S I C O L 比 の低下 く表 2 1 と い う副 腎皮質 に お け

る糖質 コ ル チ コ イ ドと ア ン ド ロ ゲ ン 分泌の 解離現象は

T r e a s u r e ら
7l

，
Z u m o ff ら

9I

も A N に お い て み られ る

と報 告し て い る ． 彼 ら に よ れ ば
，

こ の よう な状態 は思

春期 以前 の 小児 に 似て お り ．
こ れ に は副腎皮質 の ス テ

城

ロ イ ド代謝酵素 で あ る C17 － 2 0 リ ア ー ゼ活性の 低下と

3 ノヲ
ー ヒ ド ロ キ シ ス テ ロ イ ド脱水素酵 素活性の 克進が

関与 す る と して い る ． そ して
，

こ の D H AI C O L お よ

び D H A ． S I C O L の 比 は 個体発生 の 過程 に お け る個体

発 生の 退 行度 くo n t o g e n i c r e g r e s si o nl を み るう えで
，

24 時間の L H 分泌 パ タ
ー ン と と も に

，
ホル モ ン指棲と

して 有用 で あ る と して い る ．

以 上 の よう な副腎皮質 ス テ ロ イ ド分泌の 変化は
， 栄

養状態 に 起因 す る
一 次的 な副 腎内 の ス テ ロ イ ド代謝酵

素活性 の 変化 に よ る も の と考 え ら れ る が
，

その 詳細は

未 だ に 明 ら か に さ れ て い な い ． 視床下部一下垂体系を

介 した 二 次 的な変 化と も 考え られ
， 副 腎性 ア ン ドロ ゲ

ン刺 激因子 の 存在 の 可能 性も 含め て今後 の検討が 必要

で あ ろう ． い ずれ に して も
， 痩せ

． 飢 餓と い う ス トレ

ス 状 態下 の 個 体 が 自 己 防 衛 的 に 対 応 す る た め に
，

C O L を は じめ と す る糖質 コ ル チ コ イ ド の 分泌 を優先

さ せ る変化 を起 こ し て い る と 考 え ら れ る ． こ の 現象

を ， 前述 の ご と く 思 春期 副腎 皮質機 能 冗進徴候 発現

くad r e n a r c h eナ以 前 の 幼 卜 小児 期 に戻 る と い う 退行的

変化 ま た は幼 君化 と と ら え る考 え方 も あ る が
， 個体保

存 の た め の 自己 防衛 反応 の あら わ れ で あ る と考 える方

が よ り合 理 的で あ る と 思わ れ る ． ま た
，
種 族保存を目

的と した 生殖 が 個体 の 成 熟 ． 安定 して い る 時期 に なさ

れ るも の と 考 える と ，
ヒ ト で は そ の 時期は20 へ 3 0 歳

に 相当す る ． D H A
，
D H A － S を 主体 と す る副腎性ア ン

ド ロ ゲ ン が
，

この 時期 に ヒ トの
一

生 の う ちで 最も多量

に 分泌 され て い る事実 は
，
副腎性 ア ン ド ロ ゲ ン が生殖

橡能発現
． 維持 に 密接 に 関与 し て い る こ と を示 唆する

も の で あ る ． そ の 意味 で
．
思 春期 か ら性成熟期 に い た

る 時 期 に 好 発 す る A N や S W L に お い て D H A ，

D H A ．S の 低下が み られ た こ と は
，
生殖機能の 発達 ．

成熟 に 障害 を生 じ
， 将 来の 性 腺機 能や 妊卒 能に も影響

を 及ぼ す 可能性の あ る こ と が 示 唆さ れ た ．

表 2 に 示 す ご とく D H A － S I D H A は ，
A N

，
S W L で

や や 低下す る もの の C 群 と の 間で 有 意 の 差 は み られ

ず
，

ス ル フ ァ タ
ー ゼや ス ル フ ォ キ ナ ー ゼ な どの 酵素活

性 に は変化 は み られ な い もの と考 え られ た ． ま た ，
3

月
－ ヒ ド ロ キ シ ス テ ロ イ ド脱水素酵素活性 を反映する

と 思 わ れ る A DI D H A お よ び TI D H A 比 に 関して

は
，

A DノD H A が A N
，
S W L 両群 に お い て や や 上昇

し
，

TI D H A は A N
， S W L と も C 群 に 比 し て 有意に

上 昇 し て い た ． 血 中 D H A
，
A D

，
T の 各 ス テ ロ イ ド

は
，
卵巣 ， 副腎の 双 方か ら直接分泌 され る こ と や

，
末

棺組織 に お け る転 換 な ど も あ る の で 断定 は で き ない

が ，
こ れ ら の ホ ル モ ン 比か ら A N

，
S W L に お い て副腎

の 3 月 － ヒ ド ロ キ シ ス テ ロ イ ド脱水素酵素活性の 冗進
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してい る可能性が 示唆 さ れ た ．

な お
，

ア ロ マ タ
ー

ゼ活 性 を 反 映 す る E ノT は
，

S W L で低下 して い た が
．
A N とS W L と の 間 で は 有意

の善が認 め られ な か っ た ． ま た
，

E J A D は
，

A N で

C 群に 比 し上 昇 して い た が
，
S W L と の 問に 有意の 差

はみられ な か っ た ． A N
，
S W L とも に 視床下部 一 下垂

体
一 卵巣系機能が低下 して い る状態 に は ある が

， 概 し

てアロ マ タ
ー

ゼ 活性 に は著変が み ら れ な い も の と推察

され た ．

臨床所見と 血 中ホ ル モ ン との 関係 に お い て
， 表 3 に

示す ご と く ， 体 重や無月経 な どの 項 目と い く つ か の ホ

ル モ ン値 と の 間で 相 関 関 係 が 認 め ら れ た が
，

A N
，

S W L 両群に 共通 し た も の はみ ら れ な か っ た ． しか し
，

A N
，
S W L 両群合 わせ て体重 ． B r o c a 指数と血 中ホ ル

モ ン 値 と の 関係 を み た と こ ろ
，

エ ス ト ロ ゲ ン
，

T
，

A D
，
T S H 二お よ び今回 同時 に 測定 した トリ ヨ ー ド チ ロ

ニ ン な どと の 間で 正 相関 ，
G H と 負相 関 が 認 め ら れ

た ．
エ ス ト ロ ゲ ン

，
T

，
A D か ら は卵巣機能 く一 部副腎

機能を含むJ の 低下が
，

T S H
，

トリ ヨ ー ド チ ロ ニ ン か

らは甲状腺機能 の 低下が 示 唆さ れ
，

こ れ ら の ホ ル モ ン

が痩せ の程度 と 密接 に 関連 し て い る も の と 考 え ら れ

た ． なお
， 無月経期間 と各ホ ル モ ン値 と の 相関 に つ い

て検討 した と こ ろ
，
S W L 群に お い て D H A ， A D と無

月経期間と の 間に 有意の 正 相関が認 め ら れ た ． ま た
，

無月経期間1 へ 2 年間と 3 年間以上 の 2 群 に 区分 し て

各ホ ル モ ン の 平均値 を比 較 した と こ ろ
，

S W L 群 の 3

年間以 上 で E2 傾が有 意に 低下 して い た ． しか し
， 他

には有意の 変化 は認め られ な か っ た ．

以上
，
A N

，
S W L 両群 に は

． 痩せ
， 低栄養 よ り生 じ

た視床下部 一 下垂 体
一

卵巣系の 機能低下 が共通 し て み

られ
，

ま た
， 副 腎皮質 ス テ ロ イ ド の 分 泌 異常 も認 め ら

れた ． な お
，

A N
，
S W L 両 群 の 間で

，
L Ii － R H 負荷試

験の 反 応パ タ ー ン や 血 中 A D と D H A －S の 基礎値 に お

いて
． 些か差異 を認め た が

， 明 白な相通点 を み い だ す

こと は困難 で あ っ た ． こ れ は
， 体 重減少 に 伴う A N や

S W L の 患者が 婦人 科 を受診す る時点 で は
， 体重 減 少

も停止 し
， あ る程度体重も 回復 し性機能の 改善 を目的

とし てい る場合が 多 い こ と ， ま た ， 内分 泌 機能検査が

一

回採血 の 測定結果に よ っ た こ と な ど に よる も の と 考

えられ た ． A N ， S W L 両群の 内分泌 学的相違の 有無に

つ い て は
， 今後さ ら に 継続し た臨床的観察と 内分泌学

的検索に よ っ て明 ら か に した い と考 え て い る ．

結 論

思春期か ら性成熟期に か け て体重 減少 を伴 っ て 無月

経を発症す る A N 患者20 例と S W L 患者21 例の 臨床 所
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見と 内分泌 環境 に つ い て
， 対照 群 C の 正 常若年 女性

1 2 例と比 較検討 し
， 次の 結論 を得た ．

A N
，
S W L 両群の 臨床所見 の 相違 と して は ， A N 群

で は
， 無月経発症年 齢 と無月経発症前体重が S W L 群

よ り も低 い 傾向 に あ り
，
無月経発症後も 体重 の減少す

る症例が 多く認 めら れ た ．

L H － R H 負荷試験 で は
，
A N 群 に お い て L H の 低下

ま た は無反 応型 が47 ％と
，
S W L 群の26 ％と比 べ て や

や 高率 に 認め られ た ．

血 中下垂 体 ホ ル モ ン の 基礎 傾 くM e a n 士S E M J に つ

い て は
，

L H お よ び FS H くm l U l m lJ は ， A N 群 で は

8 ．5 士1 ． 5
，
8 ． 5 士1 ． 2

，
S W L 群で は4 ． 6 士0 ． 5

，
6 ． 1 士

0 －8 と
，

C 群 の11 ． 0 士4 ． 0
，
9 ． 7 士1 ． 6 に比 べ て ，

A N 群

で低値傾向 を示 し，
S W L 群 で は有意 に低下 し てい た ．

P R L くn gl m ll は
，

A N 群 で1 0 ．6 士0 ． 8
，
S W L 群で8 ．3

士0 ． 7 と
，
C 群の 13 ．4 士0 ． 9 と比 べ て 両群 とも に 有意に

低 下 し て い た ． T S H くJL gl m lJ は
，

A N 群 で2 ． 1 士

0 ． 1
，
S W L 群 で2 ． 1 士0 ． 3 と ， C 群 の1 ．3 士0 ． 2 と比 べ て

両群 とも 有意に 上 昇し て い た ．

血中 ス テ ロ イ ドホ ル モ ン で は
，

C O L くル gノdり は
，

A N 群で19 ． 1 士1 ．6
，
S W L 群で18 ．2 士1 ． 7 と

，
C 群 の

11 ． 8 士1 ． 2 に 比 べ て両群 とも 有意に 上 昇 して い た ．

一

方
，

D H A くn gノm lI ，
D H A －S LJL gノdll は

，
A N 群 で は

1 ． 4 4 士0 ■4 1
，
5 4 ．4 士1 0 ． 1

，
S W L 群で は2 ． 3 9 士0 ． 5 2

，

8 8 ■ 6 士1 7 ． 8 と
，
C 群 の4 ． 4 6 士0 ．5 0

，
2 2 1 ． 3 士 2 5 ． 1 に 比

べ て 両 群 と も 有意 に 低 下 し て い た ． D E AノC O L
，

D H A － S I C O L 比 も ，
A N 群 で0 ．0 9 士0 ．0 3

，
3 ． 4 士 0 ．9

，

S W L 群 で0 ． 16 士0 ． 0 4 ， 6 ． 6 士1 ． 9 で あ り
，
C 群 の0 ． 4 3

士 0 ． 0 5
，
2 0 ． 3 士2 ． 8 に 比 べ て 有意に 低下 して い た ． A D

くn gノm り は
，
A N 群 で0 ． 5 3 士0 ．0 7 と

，
S W L 辞の1 ． 02 士

0 ． 1 9 ，
C 群の 1 ．1 2 士0 ． 1 2 に 比 べ て 有意 に 低下 し て い

た ． E
2 ，

T 値 に は
， 月経期の C 群 と 比 べ A N

，
S W L

両群で 有意の 差 は認 め られ な か っ た ． TノD H A 比 は ．

A N 群 で は0 ． 74 士0 ． 15
，
S W L 群で0 ． 6 0 士0 ． 2 0 と

，
C

群の 0 ． 10 士0 ．0 2 と比 べ て 有意 に 上 昇し て い た ． な お
．

A N
，
S W L 両 群 で

，
A D I D H A

，

T l
l

A D 比 の 上 昇 ．

A N 群に お い て E ll A D 比 の 上 昇 ．
S W L 群 に お い て

E J T 比 の 低下 が 認 め ら れ た ． 以 上 の 点か ら ，
A N

，

S W L 患者に お い て は
， 両者の 間に 明 らか な 内分 泌 環

境の 相違 は み ら れ な い が
， 副 腎性ア ン ド ロ ゲ ン と糖質

コ ル チ コ イ ド分 泌の 解離が み られ ， 視床下 部一下 垂体

一

性腺系機能 の み な らず 副腎皮質機能の 異常， 特 に 副

腎 皮質に お け る ス テ ロ イ ド代謝酵素活性の 異 常が 示唆

さ れ た ．

体重 お よ び B r o c a 指数と 血中ホ ル モ ン 値 と の 間 に

は ，
A N

，
S W L 両群 に お い て 共通し た ホ ル モ ン と の 相
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関関係 は み ら れ な か っ た が
，

A N
，
S W L 両 群 合 わ せ

て
，
体重 と E l，

A D
，
T S H と 正

，
G H と負

，
B r o c a 指

数 で は E l，
E 2，

A D
，
T

，
T S H と 正 ， G H と負 の 相関が

認め ら れ た ． また
， 第2 度無月経症例 で は

， 第 1 度無

月経症例 に 比 べ て
，

A N 群 で L H
，
F S H

，
D H A － S が低

値
，
P R L が 高値 ，

S W L 群で L H
，
F S H が 低値 を示

し ， ま た ，
A N

，
S W L 両群 で E 2

，
E l の 低値 ，

G H が高

値 を示 す傾 向が 認 め られ た ．
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